
心の栄養剤Ｎｏ166 「味方を増やしていくことこそが人生」

お釈迦様も玄奘も空海も坂本龍馬も、一度会ったら好きにならずにいられない魅力のある人物

だったらしい。 そして、その魅力によって出会う人をみな味方につけていった。

4人とも、人と競ったり、争ったり、無理に説得したりということを、いっさいしませんでした。

私たちが学ぶべき人どうしのつきあい方の結論が、そこから導き出されます。

それは、次のようなことです。

人生とは、人と比べたり、競ったり、がんばったり、目標を達成したりすることではなく、出会う人を

みんな味方につけていくこと。 その積み重ねである。

このことがわかると、「人間関係」というものがすべてわかってきます。

そして、人生はまったく違うものになってくる。

これまでみなさんは、仕事で競ったり比べたりしていたかもしれません。

家庭でも争ったり教え込んだり、いばったりしていたかもしれない。

しかし、そういう人生はむなしいだけ。

なぜなら、それは宇宙の法則に合っていないからです。

私たちは喜ばれるために、この世に生まれてきた。

それは、人間だけでなく、鉱物から動物、植物にいたるまで、世の中の形あるものすべてにあて

はまることです。

すべての人は敵でもライバルでもなく、みな友人であり、仲間である。

そのように味方を増やしていくことこそが人生なのだと、心を切り替えてみる。

そして、出会った人をみな味方につけていく。

そういう生き方をしはじめたら、人生の大転換が起こります。

そして、何かをなそう、事をなしとげようなどと思わなくても、自分がするべき何かに導かれていきま

す。 そして、日常生活がとてつもなくおもしろくなってくる。

すばらしく豊かな人生が広がっていくのです。こんな話があった。

『空海が密教の後継者になって中国から帰ってくると、空海のお父さんは自分の子どもである空

海に帰依して自分の家屋敷と土地をすべて寄進したという。

当時は、親は子どもに対して絶対的な権威の存在であり、親に対しては絶対服従があたり前の

時代だった。だから、どんなに子どものほうがすぐれていようと、親が自分の息子に土地や家を

寄進するなど、まず考えられないことだったといえる。

これは、お釈迦さまも同じで、しかもお釈迦様の親は王様であった』

いかに子どもがすぐれていようと、親が子どもの弟子になるということは尋常ではない。

しかも、絶対的な上下関係がある当時の親が、だ。

どれだけ、空海やお釈迦様に魅力があったか、というエピソードだ。

これは、玄奘や坂本龍馬にも同じようなエピソードがある。

「成功する人は敵の少ない人ではない、味方の多い人だ」

という、五日市剛氏の言葉がある。

「味方を増やしていくことこそが人生」

出会った人をみな味方にできる人でありたい。

小林正観さんの心に響く言葉より…



「心が変われば行動が変わる。行動が変われば習慣が変わる。習慣が変われば

人格が変わる。人格が変われば運命が変わる」

という有名な言葉があります。

新しく始まったばかりの「令和」の時代をいいきっかけにして、まず心の持ち方を

工夫して、少し行動～習慣を変えてスタートしてみましょう！！

＜人生後半の味方～仲間増やしのチェックリスト＞

■最近、感動していますか？

■どんなときに自分がイキイキできるか、知っていますか？

■「好きなもの」「好きなこと」をどれだけ挙げることができますか？

■生涯現役を目指したいですか？

■「苦にならずにできること」はどれくらいありますか？

■「自分が必要とされている」と思える場所がありますか？

■最近手にいれた「心ときめくもの」は何ですか？

■「この歳にして初めて」挑戦したこと、何かありますか？

■自分の「機嫌をよくする」方法、自覚していますか？

■最近、美術展やコンサート、観劇に行きましたか？

■「検索力」に自信がありますか？

■ひとつのことが長続きしますか？

■発表会など、人前で何かを披露する機会がありますか？

■「目利き」の能力、磨いてますか？

■若手の活躍を、素直にほめることができますか？

■何かを「伝える」「遺す」ことを意識していますか？

ポイントは、小学３、４年生くらいの子供の感覚を目標にして

「ワクワク」～「イキイキ」を増やしていく事が大切です！


